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Ⅱ 人と自然が調和した安心で快適なまちづくり 

 

◎循環型社会の構築 

 

(施)ごみ分別収集充実費（環境部 生活環境課）（拡充） 

２５３，６８１千円（232,903千円） 

    １ 事業目的 

ペットボトル及び古紙類を分別することで、ごみの再資源化・減量化を図る。 

 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度～ 

 

    ３ 事業概要 

       ６種分別から９種分別に区分変更 

        プラスチックごみ→ プラスチックごみ＋（新区分）ペットボトル 

                   （週１回）         （月２回） 

        燃やすごみ   → 燃やすごみ＋（新区分）古紙類 

                  （週２回）      （月２回） 

        雑ごみ     → 雑ごみ＋（変更分）燃やすごみ＋（新区分）小型破砕ごみ 

                 （月２回）     （週２回）      （年４回程度） 

                     （衣類、靴、かばん、古布）（スプーンはさみ等の小型金属、

３０㎝以下の小型木製品、傘） 

        大型ごみ    → 大型ごみ＋（新区分）小型破砕ごみ 

                  （戸別）      （年４回程度） 

                       （取手の部分以外が３０㎝以下の鍋、フライパン等、

アイロン、ドライヤー等３０㎝以下の小型家電製品）                            

        資源ごみ    → 資源ごみ（変更無し） 

                  （月２回） 

        有害ごみ    → 有害ごみ（変更無し） 

                  （月２回雑ごみと同時） 

        ※大型ごみの予算は別行目（大型ごみ収集事業費） 

 

    ４ １８年度の事業内容 

       □委託料 ２５３，０１７千円 

            上記９種類のうち大型ごみを除く８種分別収集業務委託料 

            ２ｔパッカー車１６台、２ｔダンプ７台、軽トラック２台、計２５台による 

      □需用費 ６２０千円 

           看板（総合２５０枚、不燃１２０枚） 

           ペットボトル収集用網 ４００枚 

      □原材料費 ４４千円 

           看板設置用杭（２９０本） 
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収集日 変更例（カレンダータイプＧの地域） 

       （変更前）                  （変更後） 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1
資

2
燃

3 1
資

2
燃

3
ペ

4 5 6
燃

7
プ

8
雑

9
燃

10 4 5 6
燃

7
プ

8
紙

9
燃

10
雑

11 12 13
燃

14
プ

15
資

16
燃

17 11 12 13
燃

14
プ

15
資

16
燃

17
ペ

18 19 20
燃

21
プ

22
雑

23
燃

24 18 19 20
燃

21
プ

22
紙

23
燃

24
雑

25 26 27
燃

28
プ

29
資

30
燃

25 26 27
燃

28
プ

29
小型

30
燃

⇒

 

    ４ 財源内訳 

       □古紙売却収入（5,850千円）□一財（247,831千円） 

 

(公)合併処理浄化槽設置整備事業（環境部 生活環境課） 

３９，８２５千円（46,470千円） 

    １ 事業目的 

公共下水道認可区域外における合併処理浄化槽設置に対し助成し、水環境整備を推進し水

洗化率の向上を目指す。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度 

    ３ １８年度の事業内容 

       □補助金 ３９，８２５千円 

            ５人槽（５５基）、７人槽（４７基）、１０人槽（２基） 計１０４基 

    ４ 財源内訳 

       □国 1/3（13,275千円）□県 1/3×0.6（7,965千円）□一財（18,585千円） 

 

(施)容器資源化対策費（環境部 環境施設課）（新規） 

１０，５７３千円 

    １ 事業目的 

容器包装リサイクル法で指定されているペットボトルを資源化することにより、廃棄物の

減量化と資源の有効活用を図る。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度～ 

    ３ １８年度の事業内容 

       ペットボトルを圧縮、梱包、保管し分別基準に適合させ、再商品化業者に引き渡す。 

       ・年間計画処理量 ２８１ｔ    ・１日あたり計画処理量 ９７５㎏ 

       ・圧縮機能力 ４００㎏／ｈ    ・処理に要する人員 ２名 

 

       □委託料 １０，１５１千円 

            ペットボトル資源化施設運転業務委託料 

       □需用費 ４２２千円 

            圧縮用結束バンド等 
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(公)最終処分場建設事業（環境部 環境施設課）（新規） 

９０，３１０千円 

    １ 事業目的 

磯浦最終処分場が平成１９年度末で使用できなくなるため、平成２０年４月供用開始の新

処分場を整備する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度～１９年度（継続費） 

    ３ 事業概要 

       ベルトコンベアで底開バージ船に搬入後、バージ船を遠隔操作して投入 

       施設の種類 一般廃棄物最終処分場（管理型） 

       受入容量  ３６万?  

       受入期間  平成２０年度～３４年度 

       施設計画  敷地造成工（安定型地盤、山土覆土） 

             場内施設工（水路、縁石工、舗装工、堤防等） 

管理棟（ＲＣ構造 Ａ＝１３３．５㎡） 倉庫（Ｓ造 Ａ＝６４㎡） 

集中操作室 ２Ｆ（Ａ＝３７．５㎡）、 

計量機（トラックスケール） 

保有水取水設備（取水ピット、ポンプ、排水送水管、電気計装）  

保有水置換排水設備（集水ピット、置換用ポンプ、置換用配水管等） 

底開バージ船（全長１８ｍ、幅９ｍ、積載量６０? 、積載トン数９０トン、

遠隔自動操船） 

ごみ投入設備（ベルトコンベヤ） 

    ４ １８年度の事業内容 

       □工事費 ７２，２７２千円 

            敷地造成、場内施設工、保有水取水設備、保有水置換排水設備、底開バージ船、

ごみ投入設備等 

       □委託料 １７，５００千円 

            清掃センター改造工事実施設計、最終処分場現場管理 

       □事務費 ５３８千円 

     ５ 財源内訳 

       □国 1/3（6,388千円） 

 □市債 90％（国費裏）（11,500千円）（交付税算入率50％） 

75％（清掃運搬施設）（40,000千円）（交付税算入率30％） 

       □一財（32,422千円） 

 

◎快適な生活空間の形成 

(施)都市計画策定費（建設部 都市計画課）（拡充） 

１６，１７９千円（6,296千円） 

   ◇都市計画マスタープラン見直し（３，１８２千円） 

    １ 事業目的 

平成１３年６月に「新居浜市都市計画マスタープラン」を策定したが、その後、平成１５

年４月の別子山村との合併、また平成１６年５月に線引きが廃止されたことに伴い上位計画

との整合を図りながら「新居浜市都市計画マスタープラン」の見直しを行う。 
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    ２ 事業年度 

       平成１７年度～平成１８年度（２か年継続費） 

    ３ １８年度の事業内容 

       □委託料 ３，１８２千円 

 

   ◇都市計画策定（１２，９９７千円） 

    １ 事業目的 

東予広域都市計画区域及び用途地域の見直しを行うために基礎調査を実施する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度～平成１９年度 

    ３ １８年度の事業内容 

       □委託料 １２，０００千円 

         ◇都市計画区域見直しに係る基礎調査 ６，０００千円 

          ・都市計画区域を広域から新居浜市単独の都市計画区域に見直すための基礎調査 

         ◇用途地域見直し基礎調査 ６，０００千円 

       □事務費 ９９７千円 

    ４ 財源内訳 

       □県 1/2（都市計画区域決定）（3,000千円）□一財（13,179千円） 

 

(単)尻無川改修関連橋りょう整備事業（建設部 道路課） 

１０４，４００千円（28,650千円） 

    １ 事業目的 

愛媛県が進める河川改修事業に伴い橋梁の架け替えが行われるため、道路管理者としての

市負担を同時に行って、道路構造令に基づいた幅員構成に改良し、橋梁の整備を図る。 

    ２ 事業年度 

       平成４年度～平成１８年度 

    ３ １８年度の事業内容 

       愛媛県が実施する桜内橋の架け替えに合わせ、現道の幅員に合わせた拡幅を行い、渋滞緩

和、自転車歩行者の安全を図る。 

       □工事委託料 ６６，３５０千円 

            ・Ｌ＝現況１３．２ｍ→１４．７ｍ 

            ・Ｗ＝現況５．９ｍ→９．５ｍ 

             （現況の５．９ｍ分は１／２負担、拡幅分３．６ｍは全額市負担） 

       □工事費 ２，０００千円 

            ・付帯工事 

       □補償費 ３５，９８６千円 

            ・Ｎ＝１件 

       □事務費 ６４千円 
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(単)道路整備事業（建設部 道路課）（拡充） 

２５５，０００千円 

    １ 事業目的 

市道の適正な維持管理に努め、市民生活の安全性と利便性の向上に寄与する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度 

    ３ １８年度の事業内容 

       □工事費  １７３，０００千円 

             バリアフリー整備工事 

中須賀西筋線外道路舗装工事等 

       □施設修繕 ２５，０００千円 

          道路施設修繕 

    □その他  ５７，０００千円 

          街路樹剪定、舗装補修、設計委託料等 

 

(単)道路改良事業（建設部 道路課） 

１００，０００千円 

    １ 事業目的 

市道の拡幅・延長等改良工事により交通環境の改善に努め、市民生活の安全性と利便性の

向上に寄与する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度 

    ３ １８年度の事業内容 

       □工事費 ４２，３００千円 

            高山中筋線外１２路線 

    □用地費 ２９，７００千円 

         高山中筋線外８路線 

    □補償費 １９，９００千円 

         高山中筋線外８路線 

    □その他 ８，１００千円 

         設計委託料等 

 

(単)市営住宅整備事業（総務部 管財課） 

２５，５５８千円（20,870千円） 

    １ 事業目的 

市営住宅の施設・設備の適正な維持管理を行い入居者の安全と快適な住環境を確保する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度 

    ３ １８年度の事業内容 

       □工事費 ２５，０５８千円 

            桜木団地１号棟（Ｓ４５年度建設）外壁改修 

            東雲団地（Ｓ４７年度建設）ベランダ手摺改修 

            松原団地（５－３１６）火災復旧工事 

    □市営住宅内道路修繕 ５００千円 
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(単)市営住宅改善事業（総務部 管財課）（拡充） 

１２，２１０千円（6,130千円） 

    １ 事業目的 

社会経済環境の変化に対応して市営住宅の施設・設備の改善を図り、利用者の利便性の向

上及び安全を確保する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度 

    ３ １８年度の事業内容 

       □工事費 ４，４０５千円 

            電気設備改修工事（大生院団地 4戸建×6棟）  

階段手摺設置工事（松原6-4、南小松原9-6,7,8,9） 

       □需用費 ７，８０５千円 

            家庭用煙感知器取付（治良丸団地ほか19団地1,021戸） 

消防法改正により平成２３年５月末までに寝室への煙感知器の設置が義務

づけられ、平成18･19年度で整備する。10年間使用可能な機種を設置予定 

消火器設置（松原20本、南小松原30本） 

       

(施)民間木造住宅耐震診断事業費（建設部 建築課） 

１，０００千円（1,051千円） 

    １ 事業目的 

耐震改修の必要性を認識してもらい、耐震改修を促進することで災害に強い街づくりをめ

ざす。 

    ２ 事業年度 

       平成１６年度（１１月）～ 

    ３ 事業概要 

       愛媛県が養成した専門家による木造住宅の耐震診断を実施する所有者を対象に診断費用の

一部を助成する。 

       □対象 ①Ｓ５６年５月３１日以前に着工した木造住宅 

           ②２階建以下・延べ床面積５００㎡以下 

           ③愛媛県登録の耐震診断事務所による耐震診断料 

       □補助率 ２／３（上限２万円） 

        

    ４ １８年度の事業内容 

       □補助金 １，０００千円 

 

    ５ 財源内訳 

       □国 1/2（500千円）□一財（500千円） 
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(単)活性化推進住宅整備事業（建設部 建築課）（新市建設計画）（新規） 

３，０８０千円 

    １ 事業目的 

別子山地域における産業の担い手や地域特性を活かしたまちづくりへの活力を呼び込み、

人口減少に対する歯止めをかけ、地域の活性化を図るため、市内外からの定住を促進する。 

 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度～１９年度        

 

３ 事業概要 

       □木造平屋建て ２棟４戸 

 

    ４ １８年度の事業内容 

       □委託料 ３，０００千円 

            ・調査設計委託料（地区の選定及び必要とされる住宅タイプの調査等）   

    □事務費 ８０千円 

 

    ５ 財源内訳 

       □合併特例債 95％（2,900千円）（交付税算入率70％） 

       □別子山振興基金（180千円） 

 

◎水環境の向上 

(施)（施）公共下水道事業特別会計繰出金（環境部 下水道管理課） 

８２，２４１千円（105,391千円） 

※以下特別会計ベースの事業費 

   ◇単独下水道事業費（９００，０００千円）（下水道建設課）  

    １ 事業目的 

雨水の排除と汚水の処理により、生活環境の改善及び公共水域の水質保全を図るとともに、

浸水被害の解消を図るため雨水・汚水の計画的な面整備を行う。 

    ２ 事業年度 

       昭和６３年度～（第５期事業） 

    ３ １８年度の事業内容 

       □工事費 ５４０，０００千円 

            汚水整備 A=18.82ha L=4,463m(324,000千円)東田、萩生、北内、松神子等 

                 １８年度末普及率目標５２．６％ 

            雨水整備 A= 5.36ha L=1,573m(216,000千円) 

       □補償費 １９５，４００千円 

            新居浜市上水道移設、住友化学工水管等 

       □委託料 １１４，６００千円 

            実施設計委託、現場技術業務委託 

       □事務費 ５０，０００千円 

    ４ 財源内訳 

□市債 95％（855,000千円）（交付税算入率50％）□受益者負担金（2,000千円） 

□一財（43,000千円） 
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   ◇終末処理場改築事業（２２５，０００千円）（下水道管理課 下水処理場） 

    １ 事業目的 

供用開始以来２７年目を迎え、老朽化した下水処理場施設の機能回復を図るため、計画的

に改築更新する。 

    ２ 事業年度 

       平成１４年度～平成２６年度 

    ３ 事業概要 

       平成１２年度の改築診断の結果改築が必要となった水処理施設及び汚泥処理施設について、

現有施設を運転しながらスクラップアンドビルド方式により更新する。 

    ４ １８年度の事業内容 

       □工事委託料 ２２０，０００千円 

            ・水処理設備改築更新（機械設備・電気設備）１８・１９年度継続費 

            ・管理棟空調換気設備更新 

       □事務費 ５，０００千円      

    ５ 財源内訳 

       □国（125,110千円）□市債90％（89,600千円）（交付税算入率50％） 

□一財（10,290千円） 

 

(単)一般下水路整備事業（環境部 下水道建設課） 

８０，０００千円 

    １ 事業目的 

浸水対策及び生活排水のための下水路（管）の新設改良を実施する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度        

    ３ １８年度の事業内容 

       □工事費 ５２，５００千円 

            滝の宮排水路外１０か所の改良工事等 

    □施設修繕 １２，６００千円 

         県道及び市道のマンホール調整、緊急を要する修繕 

    □その他 １４，９００千円 

         測量設計委託料、水路清掃委託料等 

 

(単)河川改良事業（環境部 下水道建設課）（新規） 

２０，０００千円 

    １ 事業目的 

河川の適正な維持管理による水環境の向上と安全で快適な市民生活を確保する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度        

    ３ １８年度の事業内容 

       □工事費 １６，３００千円 

            柳川外３河川 

    □その他 ３，７００千円 

         測量設計委託料等 
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◎安心空間の形成 

(施)自主防災組織推進費（市民部 市民活動推進課） 

８００千円（7,398千円） 

    １ 事業目的 

自主防災組織の結成を推進し、活動を支援するため、新たに結成される校区自主防災組織

に対して防災用資機材の購入、貸与等を行う。 

    ２ 事業年度 

       平成１６年度～１８年度        

    ３ 事業概要 

       Ｈ１６年度 泉川（県補助） 

       Ｈ１７年度 若宮、金栄、金子、高津、浮島、大島、船木、外６校区（県補助２校区、市

単独１１校区） 

       Ｈ１８年度 ４校区（県補助３校区、市単独１校区） 

       自主防災組織結成率 Ｈ１５年度末 １５．６％ 

                 Ｈ１６年度末 ４２．３％ 

                 Ｈ１８．１末 ６６．３％ 

    ４ １８年度の事業内容 

       □需用費 ４００千円 

       □備品購入費 ４００千円 

         防災用資機材購入 

    ５ 財源内訳 

       □県 1/2（300千円）□一財（500千円）  

 

(施)コミュニティＦＭ広報費（市民部 広報相談課）（新規） 

９５千円 

    １ 事業目的 

市政だより、ＣＡＴＶ、インターネット、自治会放送などの広報手段に加え、新たな広報

手段としてコミュニティＦＭの導入について検討する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度～ 

    ３ 事業概要 

       災害時や緊急時にリアルタイムで停電・断水の状況や救援活動などについてきめ細かな情

報提供が可能。また、地域に密着した市民生活情報の提供、地域の特色を生かした番組づく

り、地域住民の番組への参加など、地域情報の発信拠点としての機能がある。        

    ４ １８年度の事業内容 

       □旅 費 ９５千円 

            総務省との協議等 
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(単)がけ崩れ防災対策事業（建設部 都市計画課） 

４５，４８０千円（41,040千円） 

    １ 事業目的 

平成１６年の台風１５号、２１号、２３号で斜面崩壊が発生した箇所で愛媛県が実施する

急傾斜地崩壊対策事業に対し、その一部を市が負担し急傾斜地の崩壊を防止する。また、愛

媛県がけ崩れ防災対策事業補助金交付要綱に基づき県費補助事業としてがけ崩れ防災対策

を実施し、災害から市民の生命・財産を保護する。 

    ２ 事業年度 

       平成１６年度～２０年度        

    ３ １８年度の事業内容 

       □工事費 ３４，０００千円（がけ崩れ防災対策事業） 

            ・又野外３か所  

    □負担金 ６，４８０千円（急傾斜地崩壊対策事業）負担率１．８％ 

         ・滝の宮、七宝台、荷内、垣生、又野、光明寺、黒島、沢 

    □委託料 ５，０００千円（測量設計） 

    ４ 財源内訳 

      ◇がけ崩れ防災対策事業 

       □県 2/3（22,000千円）□受益者負担金 1/16（2,062千円） 

 □市債 100％（14,900千円）（交付税算入率28.5％）□一財（6,518千円） 

 

(災)１６年発生道路橋りょう災害復旧費（建設部 道路課） 

８３，４８５千円（100,000千円） 

    １ 事業目的 

平成１６年の台風１５～２３号により被災した道路施設の復旧。 

 

    ２ 事業年度 

       平成１６年度～１８年度        

 

    ３ １８年度の事業内容 

       □工事費 ８０，３５７千円 

            ・渦井橋大野山線 倒木・土砂撤去、擁壁工、舗装復旧等１２か所   

                               ６２，８５７千円 

         ・高木小橋 橋りょう上部工（Ｌ＝１３．４ｍ、Ｗ＝４．０ｍ） 

                               １１，５００千円 

         ・立川本線 土止め擁壁、落石防護柵（Ｌ＝２０ｍ） 

                                ６，０００千円 

    □事務費 ３，１２８千円 

 

    ４ 財源内訳 

       □国 66.7%（41,810千円） □市債 90%（18,700千円）（交付税算入率95%） 

       □一財（22,975千円） 
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 (単)消防自動車整備事業（消防本部 総務警防課） 

３６，５９２千円（88,515千円） 

    １ 事業目的 

多様化する各種災害に迅速・安全・確実に対応するため、消防自動車の計画的な更新整備

を行う。 

 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度        

 

    ３ １８年度の事業内容 

       □備品購入費 ３６，１３１千円 

            軽小型動力ポンプ付積載車１台（南署 １７年経過）  

         消防ポンプ自動車２台（神郷分団、中萩分団 ２３年経過） 

    □事務費 ４６１千円 

          

    ４ 財源内訳 

       □市債 90%（32,500千円）□一財（4,092千円） 

 

(施)ＡＥＤ普及啓発費（消防本部 総務警防課）（新規） 

１３，２０１千円 

    １ 事業目的 

迅速な応急処置・除細動体制を確保し救命率の向上を図る。 

 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度        

 

    ３ １８年度の事業内容 

       ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を市内の公共施設に配備するとともに、救急事故発生時、

現場の職員が適切な自動体外式除細動器の使用ができるように、導入時までに計画的なＡＥ

Ｄ講習を実施する。 

       □備品購入費 １３，１０１千円 

            ＡＥＤ（自動体外式除細動器）本体 ４４台購入・配備（現有７台） 

         （市民体育館、山根体育館、多喜浜体育館、市営球場、市営サッカー場、文化

振興会館、総合福祉センター、ウイメンズプラザ、マリンパーク新居浜、マ

イントピア別子、高齢者福祉センター（３）、高齢者生きがい創造学園、小

中学校（２８）、市役所、消防本部）       

         講習用トレーニングシステム ８台（現有３台 １台で５人受講可能） 

         （レールダール製１台、日本光電製４台、メドトロニック製３台） 

       □需用費 １００千円 

            ＡＥＤ管理用消耗品 


